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六
月
二
十
八
日
、
沼
田
町
ま
ち
な
か

ほ
っ
と
タ
ウ
ン
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
、

新
規
就
農
者
激
励
会
を
開
催
し
ま
し

た
。　
　

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
令
和
二
年
度

の
新
規
就
農
者
に
対
し
激
励
会
を
開
催

で
き
な
か
っ
た
た
め
、
令
和
三
年
度
新

規
就
農
者
と
合
同
で
の
開
催
と
な
り
、

秩
父
別
地
区
よ
り
鬼
頭
秀
明
さ
ん
（
稲

豊
）、
横
山
和
紀
さ
ん
（
日
の
出
）、
沼

田
地
区
よ
り
野　

範
幸
さ
ん
（
沼
田

中
部
）、
宮
脇
亮
輔
さ
ん
（
沼
田
西
部
）

が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

激
励
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
篠
田
組
合
長
よ

り
「
新
規
就
農
者
と
し
て
家
族
が
築
い

て
き
た
営
農
を
学
び
な
が
ら
、十
年
後
、

二
十
年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
営
農

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。ま
た
、

周
囲
の
仲
間
と
共
に
地
域
農
業
を
、
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
言
葉
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
規
就
農
者

か
ら
は
、
代
表
し
て
横
山
和
紀
さ
ん
が

挨
拶
・
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

激励状を受け取る宮脇さん

令和 2 年度・3 年度就農者

代表挨拶をする横山さん

激励会に出席された横山さん（前列中央）と宮脇さん（前列右）
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七
月
一
日
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
女
性
部

（
田
村
か
な
え
部
長
）
は
、本
所
大
ホ
ー

ル
に
て
Ｊ
Ａ
役
員
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
し
た
。女
性
部
か
ら
は
役
員
・

参
与
が
出
席
し
、
Ｊ
Ａ
か
ら
は
常
勤
役

員
・
地
区
代
表
理
事
、
各
支
所
長
・
事

務
局
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
女
性
部
員
か
ら

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
意
見
要
望

を
ま
と
め
、「
女
性
部
員
減
少
に
つ
い

て
」、「
Ｊ
Ａ
が
取
り
組
ん
で
い
る
女
性

正
組
合
員
の
加
入
推
進
に
つ
い
て
」
を

主
な
議
題
と
し
て
出
さ
れ
、
女
性
部
側

か
ら
「
女
性
部
の
加
入
特
典
を
設
け
て

ほ
し
い
」、「
Ｊ
Ａ
が
行
っ
て
い
る
正
組

合
員
の
加
入
推
進
の
狙
い
を
教
え
て
ほ

し
い
」
な
ど
、
要
望
や
質
疑
な
ど
具
体

的
な
発
言
が
出
さ
れ
、
日
頃
の
Ｊ
Ａ
事

業
に
つ
い
て
多
く
の
質
問
・
意
見
・
要

望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

JA北いぶき女性部　田村かなえ部長（妹背牛）

令和3年度

女性部とJA役員との意見交換会

JAへ向けて、女性部役員の皆さんから多くの質問・意見が出ました

JA北いぶき女性部　加藤早苗副部長（沼田） JA北いぶき女性部　戸村千代美副部長（秩父別）
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五
月
中
旬
か
ら
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
管
内

各
地
に
て
田
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
昨
年
と
比
べ
積
雪
が
多
か
っ
た

も
の
の
、
三
月
下
旬
か
ら
続
く
好
天
に

よ
り
雪
解
け
が
進
み
、
四
月
中
旬
に
水

稲
の
播
種
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

播
種
後
は
、
肌
寒
い
日
が
続
き
苗
の

生
育
が
や
や
遅
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し

た
が
、
徹
底
し
た
育
苗
管
理
の
も
と
無

事
に
田
植
え
を
迎
え
、
青
々
と
し
た
苗

が
水
田
に
植
え
ら
れ
、
今
年
も
豊
穣
の

秋
が
楽
し
み
で
す
。

柴田裕紀さん（秩父別地区・稲豊）

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
管
内
で
は

令
和
三
年
度
の
田
植
え
が

行
わ
れ
ま
し
た

長原　誠さん（沼田地区・沼田中部）

栗原正博さん（妹背牛地区・妹背牛北）
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〜 THE YOUTH FACE 〜
　
幼
少
の
頃
か
ら
、
農
作
業
を

手
伝
い
、
後
継
者
に
な
る
想
い

は
持
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

高
校
卒
業
後
は
企
業
に
就
職
し

九
年
ほ
ど
働
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
農
業
を
継
ぐ
き
っ
か
け

は
、
両
親
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
農
業

を
や
っ
て
み
な
い
か
と
い
う
誘

い
で
し
た
。

　
就
農
し
た
直
後
は
、
知
識
も

な
く
苦
労
し
ま
し
た
が
、
両
親

や
青
年
部
の
先
輩
方
の
助
言
も

あ
り
、
徐
々
に
農
業
の
楽
し
さ

を
実
感
し
て
い
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
就
農
し
て
九
年
目
に

突
入
し
、
今
ま
で
の
経
験
を
活

か
し
な
が
ら
、
異
常
気
象
等
に
負
け
な
い

農
家
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
北
海
道
に
と
っ
て
農
業
は
非
常
に
重
要

な
産
業
だ
と
思
い
ま
す
が
、
農
家
数
の
減

少
や
就
農
者
の
不
足
に
伴
い
、
農
家
一
戸

当
た
り
の
作
付
面
積
の
増
大
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
農
機
具
の
大
型
化

や
、
人
材
確
保
の
問
題
、
そ
れ
ら
を
補
う

資
金
力
、
近
年
の
気
象
問
題
と
、
様
々
な

課
題
に
対
応
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
北
海
道
は
広
大
で
農
業
者
に
と
っ

て
非
常
に
恵
ま
れ
た
土
地
な
の
で
、
そ
れ

ら
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
、
消
費
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
作
物
を
日
々
届

け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
青
年
部
活
動
は
、
地
元
の
先
輩
・
後
輩

農
家
と
交
流
・
意
見
交
換
出
来
る
非
常
に

重
要
な
組
織
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
組

織
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
地
元
以
外

の
Ｊ
Ａ
青
年
部
と
の
繋
が
り
や
、
商
工
会

青
年
部
・
役
場
職
員
と
協
力
し
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
た
り
と
、
同
世
代
と
繋
が
り
、

と
て
も
貴
重
な
経
験
が
出
来
る
組
織
だ
と

思
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
青
年
部
は
、
Ｊ
Ａ
を
よ
り
ど
こ
ろ

と
し
て
、
地
域
農
業
の
振
興
を
図
る
組
織

で
す
が
、
近
年
は
後
継
者
不
足
に
よ
り
盟

友
数
の
減
少
と
い
う
課
題
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も

あ
り
実
施
で
き
る
活
動
も
制
限
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
実
施
で
き
る
活
動
を

模
索
し
て
盟
友
間
の
情
報
交
換
・
交
流
の

場
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
努
め
て
い
く
と
共

に
、Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青
年
部
で
得
た
知
識・

財
産
を
地
域
の
後
輩
た
ち
に
繋
ぎ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

神藤　武志さん
妹背牛・妹背牛北農事組合

作付品目
水稲・小麦

妹背牛支部総会での新部長就任あいさつ

就
農
に
つ
い
て

こ
の
先
の
農
業
へ
の
想
い

Ｊ
Ａ
青
年
部
活
動
と
し
て

田植え中の神藤さん

令和元年度コープさっぽろ稲刈りツアー
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六
月
十
八
日
、
本
所
三
階
大
ホ
ー
ル

に
て
第
二
回
農
事
組
合
長
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
四
月
一
日
か

ら
六
月
十
五
日
ま
で
の
気
象
経
過
を
基

に
水
稲
、
秋
小
麦
、
大
豆
、
そ
ば
に
つ

い
て
主
な
品
種
の
生
育
状
況
や
病
害
虫

防
除
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
よ
り
、
う
る
ち
米
を
め

ぐ
る
情
勢
、
令
和
三
年
産
米
生
産
管
理

台
帳
の
提
出
、
堆
肥
希
望
申
込
、
健
康

管
理
推
進
・
農
業
新
聞
等
の
助
成
に
つ

い
て
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

六
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
に
各
地

区
農
事
組
合
ご
と
に
第
三
回
現
地
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
水
稲
の
生

育
に
つ
い
て
、
移
植
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に

よ
り
分
げ
つ
量
・
生
育
に
大
き
く
差
が

あ
り
、
圃
場
ご
と
の
生
育
に
合
わ
せ
た

管
理
が
重
要
だ
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。　

　

ま
た
、「
ワ
キ
」
の
発
生
状
況
・
対

策
に
つ
い
て
、
幼
穂
形
成
期
か
ら
出
穂

後
の
水
管
理
、
ケ
イ
酸
質
資
材
の
追
肥

等
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
ま
し
た
。
畑
作

に
つ
い
て
は
、
秋
小
麦
・
大
豆
・
そ
ば

の
病
害
虫
防
除
等
に
つ
い
て
解
説
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
Ｊ
Ａ
よ
り
カ
メ
ム
シ
・
い

も
ち
病
予
察
体
制
、
基
幹
防
除
の
面
積

と
り
ま
と
め
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

沼田地区　沼田東部西農事組合

第2回 農事組合長会議

第3回 現地研修会

妹背牛地区　妹背牛南農事組合

秩父別地区　日の出農事組合
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五
月
二
十
五
日
、
沼
田
小
学
校
の
食

育
に
か
か
わ
る
授
業
の
一
環
と
し
て
、

例
年
実
施
し
て
い
る
田
植
え
体
験
学
習

を
、
沼
田
町
内
水
稲
生
産
者
の
圃
場
に

て
実
施
。
今
年
は
五
年
生
十
四
名
が
手

植
え
に
よ
る
田
植
え
作
業
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
職
員
か
ら
苗
の
植
え
方
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
る
と
、
さ
っ
そ
く
田
植

え
作
業
が
始
ま
り
、
児
童
の
ほ
と
ん
ど

が
田
ん
ぼ
に
足
を
入
れ
る
の
も
初
め
て

で
そ
の
感
触
に
「
キ
ャ
ー
」
と
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
の
中
に
お
尻

か
ら
転
ん
で
し
ま
っ
た
り
と
ハ
プ
ニ
ン

グ
も
あ
り
な
が
ら
、
み
ん
な
楽
し
ん
で

い
る
様
子
で
、
無
事
に
植
え
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
体
験

学
習
を
通
し
て
、
児
童
た
ち
に
農
業
の

楽
し
さ
や
大
変
さ
、
食
の
大
切
さ
を
学

ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
秋
に
は
稲
刈
り
体
験
学
習
を

行
う
予
定
で
す
。

　

六
月
十
六
日
、
沼
田
小
学
校
四
年
生

十
三
名
が
辻
則
行
さ
ん
（
沼
田
地
区
・

沼
田
東
部
西
）
の
圃
場
を
訪
れ
、
メ
ロ

ン
の
定
植
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
学
習
は
沼
田
町
で
地
域
参

画
活
動
を
行
う
「
農
天
気
の
会
（
藤
村

富
士
子
代
表
）」
が
主
催
し
、
沼
田
小

学
校
児
童
が
メ
ロ
ン
の
定
植
か
ら
収
穫

ま
で
を
体
験
す
る「
メ
ロ
ン
体
験
学
習
」

の
第
一
弾
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
し

た
児
童
は
メ
ロ
ン
の
基
礎
知
識
と
定
植

時
の
注
意
事
項
を
教
え
て
も
ら
う
と
、

約
三
〇
℃
の
ハ
ウ
ス
の
中
で
暑
さ
と
闘

い
な
が
ら
一
人
二
本
ず
つ
苗
を
植
え
ま

し
た
。

　

そ
の
後
は
、
辻
さ
ん
よ
り
果
実
が
で

き
る
仕
組
み
や
お
い
し
い
メ
ロ
ン
を
育

て
る
為
の
選
定
作
業
な
ど
に
つ
い
て
の

お
話
を
聞
き
な
が
ら
、
四
月
下
旬
に
定

植
し
実
が
生
り
だ
し
た
メ
ロ
ン
を
観
察

し
学
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
『
メ
ロ
ン
体
験
学
習
』
は
、

八
月
下
旬
に
皿
敷
き
作
業
体
験
、
九
月

中
旬
に
収
穫
体
験
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

沼
田
小
学
校 

田
植
え
体
験
学
習

あぜ際まで丁寧に植えました

沼
田
小
学
校 

メ
ロ
ン
体
験
学
習 

定
植
体
験

４月下旬に定植したメロン 苗の向きに気を付けて丁寧に植えました

実ったメロンを観察しました
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
提
供
の
番
組

「
あ
ぐ
り
王
国
北
海
道
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」（
Ｈ

Ｂ
Ｃ
で
毎
週
土
曜
日
午
後
五
時
放
送

中
）
の
撮
影
取
材
が
、
五
月
二
十
六
日

に
北
海
道
農
協
青
年
部 
副
会
長
の
岡

田
和
久
さ
ん
（
沼
田
地
区
・
沼
田
東
部

西
）
の
圃
場
で
行
わ
れ
、
六
月
十
二
日

に
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　

番
組
で
は
、
岡
田
さ
ん
が
番
組
司
会

の
森
崎
博
之
さ
ん
、
森
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

へ
ハ
ウ
ス
で
の
育
苗
管
理
や
田
植
え
の

流
れ
に
つ
い
て
説
明
し
、
実
際
に
苗
は

が
し
や
田
植
え
機
の
操
縦
を
体
験
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
手
植
え
体
験

で
は
、
そ
の
過
酷
さ
を
体
感
し
、
出
演

者
一
同
で
先
人
へ
の
感
謝
に
つ
い
て
語

る
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
番
組
後
半
で
は
、
沼
田
町
の

ブ
ラ
ン
ド
米
「
雪
中
米
」
が
紹
介
さ
れ
、

出
演
者
で
試
食
を
し
ま
し
た
。
視
聴
者

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
Ｊ
Ａ

か
ら
雪
中
米
ゆ
め
ぴ
り
か
視
聴
者
プ
レ

ゼ
ン
ト
と
し
て
Ｐ
Ｒ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

第
四
回
理
事
会
（
五
月
三
十
一
日
付
）

【
報
告
事
項
】

内
部
監
査
室

〇
内
部
監
査
の
品
質
評
価
に
つ
い
て

管
理
本
部

○
当
面
に
お
け
る
農
協
行
事
予
定
に　

つ
い
て

○
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
等
の
申
し
出

に
つ
い
て

○
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
報
告
に
つ
い
て

○
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
・
主
要
修

繕
費
等
の
支
出
に
つ
い
て

○
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
状
況
に
つい
て

○
令
和
二
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
く
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て

○
令
和
二
年
度
Ｊ
Ａ
財
務
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
に
つ
い
て

○
令
和
二
年
度
自
己
申
告
書
主
要
意
見

に
係
る
回
答
に
つ
い
て

○
大
西
名
誉
組
合
員
合
同
葬
儀
に
係
る

決
算
報
告
に
つ
い
て

○
マ
ネ
ロ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く

ギ
ャ
ッ
プ
分
析
に
つ
い
て

○
職
員
の
中
途
採
用
状
況
に
つ
い
て

○
職
員
の
退
職
に
つ
い
て　
　

○
そ
の
他

金
融
共
済
事
業
本
部

○
長
期
資
金
の
貸
し
出
し
状
況
に
つ
い　

　

て
○
農
業
経
営
基
盤
強
化
資
金
の
無
利
子

化
枠
の
選
定
に
つ
い
て

○
令
和
三
年
度
農
地
担
保
評
価
基
準
額

の
設
定
に
つ
い
て

営
農
販
売
事
業
本
部

○
令
和
二
年
度
北
空
知
広
域
連
花
卉
施

設
収
支
決
算
に
つ
い
て

○
令
和
三
年
度
新
規
就
農
該
当
者
に
つ

い
て

○
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
飼
料
用
米
《
緊
急
深

堀
対
策
》
の
実
施
に
つ
い
て

購
買
施
設
事
業
本
部

○
令
和
三
肥
料
年
度
北
海
道
肥
料
価
格

に
つ
い
て
（
令
和
四
年
使
用
）

○
購
買
施
設
事
業
実
績
検
討
表
（
四
月

末
に
つ
い
て
）

【
協
議
事
項
】

○
信
用
限
度
八
〇
％
を
超
え
る
組
合
員

へ
の
貸
付
に
つ
い
て

○
令
和
四
年
農
協
役
員
選
任
に
か
か
わ

る
手
順
等
に
つ
い
て

○
第
三
十
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
に
係
る

組
織
討
議
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　

令
和
三
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
に
つ
い
て

あ
ぐ
り
王
国
北
海
道
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

理
事
会
報
告

番組出演者で雪中米を試食（撮影：HBC）

森崎さんが田植え機を運転（撮影：HBC）
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議
案
第
二
号

　

令
和
四
年
農
協
役
員
選
任
に
か
か
わ

る
手
順
等
に
つ
い
て

議
案
第
三
号

　

職
員
に
対
す
る
定
時
給
与
（
夏
期
手

当
）
の
支
給
に
つ
い
て

議
案
第
四
号

　

指
定
管
理
資
産
の
修
繕
に
つ
い
て

議
案
第
五
号

　

令
和
三
肥
料
年
度
（
令
和
四
年
使
用

肥
料
）
の
早
期
予
約
推
進
お
よ
び
奨

励
要
領
（
案
）
に
つ
い
て

議
案
第
六
号

　

営
農
用
灯
油
・
重
油
価
格
奨
励
お
よ

び
大
口
奨
励
対
策
措
置
に
つ
い
て

第
四
回
臨
時
理
事
会（
六
月
二
十
一日
付
）

【
協
議
事
項
】

○
飼
料
用
米
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

○
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
飼
料
用
米
《
緊
急
深

堀
対
策
》
の
実
施
に
係
る
同
意
書
及

び
農
業
経
営
指
導
事
業
費
負
担
に
係

る
同
意
書
に
つ
い
て

第
五
回
理
事
会
（
六
月
二
十
九
日
付
）

【
報
告
事
項
】

管
理
本
部

○
当
面
に
お
け
る
農
協
行
事
予
定
に
つ

い
て 

○
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
等
の
申
し
出

に
つ
い
て

○
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
、
主
要
修

繕
費
の
支
出
に
つ
い
て

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か

か
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

○
妹
背
牛
支
所　

土
地
賃
借
物
件
買
収

へ
向
け
た
協
議
経
過
に
つ
い
て

○
令
和
二
年
度
主
要
系
統
連
合
会
決
算

概
要
に
つ
い
て　
　

  　

○
令
和
二
年
度
経
営
分
析
結
果
に
つ
い　
　

　

て
○
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
定
期
報
告
に
つ

い
て

○
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
子
会
社
等
（
ま
ち
づ

く
り
ぬ
ま
た
・
北
空
知
広
域
連
・
空　

知
ガ
ス
）
の
決
算
資
料
に
つ
い
て

○
大
西
章
允
名
誉
組
合
員
葬
儀
に

係
る
お
礼
に
つ
い
て
・
令
和
三
年

六
月
十
五
日
、
大
西
絹
枝
氏
か
ら

一
〇
〇
万
円
を
受
贈

○
職
員
の
動
向
に
つ
い
て

金
融
共
済
事
業
本
部

○
長
期
資
金
の
貸
し
出
し
状
況
に
つ
い　

　

て
○
長
期
共
済
一
斉
推
進
の
実
績
に
つ
い

　

て
営
農
販
売
事
業
本
部

○
う
る
ち
米
を
巡
る
情
勢
に
つ
い
て

○
令
和
三
年
産
米
生
産
面
積
及
び
出
荷

契
約
状
況
に
つ
い
て

○
令
和
三
年
産
大
豆
・
そ
ば
の
契
約
状

況
に
つ
い
て

○
令
和
三
年
度
「
良
品
質
米
栽
培
助
成

事
業
」
申
込
状
況
に
つ
い
て

購
買
施
設
事
業
本
部

○
購
買
施
設
事
業
実
績
検
討
表
（
五
月

末
）
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　
職
員
就
業
規
則
、
並
び
に
準
職
員
就

業
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
二
号

　
経
営
定
期
点
検
実
施
計
画
の
見
直
し

に
つ
い
て

議
案
第
三
号

　
出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て

議
案
第
四
号

　
信
用
限
度
超
過
者
に
対
す
る
貸
付
け

の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
五
号

　
利
益
相
反
取
引
の
承
認
に
つ
い
て

□
退
職
〈
五
月
三
十
一
日
付
〉

　

菅
原　

智
美

　
　
（
沼
田
支
所
貯
金
共
済
課
貯
金
係
）

□
退
職
〈
六
月
三
十
日
付
〉

　

大
前　

さ
と
み

　
　
（
金
融
事
業
部
貯
金
課
貯
金
係
長
）

□
異
動
〈
七
月
一
日
付
〉

　

門
間　

弘
樹

　
　

生
産
資
材
事
業
部
生
産
資
材
課
生

産
資
材
係
（
秩
父
別
支
所
生
産
資

材
課
生
産
資
材
係
）

□
採
用
〈
七
月
一
日
付
〉

　

梶
間　

大
将

　
　

秩
父
別
支
所
生
産
資
材
課
生
産
資

材
係

　

六
月
二
十
九
日
に
開
催
し
た
第
五
回

理
事
会
の
一
部
で
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
を
用
い

た
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
会
議
を
試
験
的
に

実
施
。
導
入
コ
ス
ト
を
最
大
限
抑
え
、

Ｊ
Ａ
内
共
有
サ
ー
バ
ー
と
Ｄ
ｏ
ｃ
ｕ
Ｗ

ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
（
富
士
フ
ィ
ル
ム
）
を
使
用

し
ま
し
た
。

理
事
会
で
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
を
試
行
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六
月
二
十
九
日
、
女
性
部
秩
父
別
支

部
（
戸
村
支
部
長
）
は
、
女
性
部
員
の

楠
本
典
子
さ
ん
（
穂
栄
）
宅
の
圃
場
に

て
「
野
菜
の
青
空
教
室
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
講
師
に
は
、
カ
ボ
チ
ャ
に
つ
い

て
吉
沢
真
由
美
さ
ん（
穂
栄
）、そ
の
他
、

夏
野
菜
に
つ
い
て
楠
本
さ
ん
に
担
当
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

キ
ュ
ウ
リ
や
ナ
ス
の
摘
心
の
タ
イ
ミ

ン
グ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
わ
き
芽
は

角
度
四
五
度
に
開
い
た
ら
か
き
と
る

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
解
説
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
部
員
は
皆
さ

ん
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
話
を
聞

き
、
実
際
に
不
要
な
葉
を
取
っ
た
り
、

ま
た
、
参
加
者
同
士
で
も
情
報
交
換
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
「
野
菜
の
青
空
教
室
」
部
員

の
皆
さ
ん
か
ら
非
常
に
好
評
だ
っ
た
た

め
、
今
夏
中
に
第
二
回
開
催
に
向
け
て

計
画
中
で
す
。

　

六
月
二
十
一
日
、
本
所
三
階
大
ホ
ー

ル
に
て
全
職
員
を
対
象
と
し
た
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　

今
回
講
師
に
は
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

岩
見
沢
支
所　

林
主
幹
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
に
つ
い
て
、
不
祥
事
件
の
発
生
状

況
、
農
協
事
業
に
お
け
る
独
占
禁
止
法

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
管
理
部
長

よ
り
不
祥
事
未
然
防
止
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
就
業
規
則
、
ヘ
ル
プ

ラ
イ
ン
の
紹
介
。
ま
た
、
職
員
全
員
へ

の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

再
周
知
を
行
い
ま
し
た
。

女
性
部
秩
父
別
支
部  

野
菜
の
青
空
教
室

ハウス内には多くの夏野菜が育っていました

職
員
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修

講師を務めていただいた林主幹 別日も合わせて全職員が参加
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五
月
十
九
日
か
ら
五
月
二
十
八
日
の

間
、Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
で
は
令
和
二
年
度
、　

令
和
三
年
度
採
用
職
員
を
対
象
に
組
合

員
さ
ん
に
ご
協
力
頂
き
、
農
家
実
習
を

行
い
ま
し
た
。

　

若
手
職
員
に
農
家
の
実
情
を
肌
で
感

じ
、
よ
り
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
組
合

員
さ
ん
の
圃
場
で
田
植
え
を
中
心
と
し

た
農
作
業
の
経
験
を
さ
せ
て
頂
く
目
的

で
実
施
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
受

け
入
れ
に
ご
協
力
頂
い
た
組
合
員
の
皆

様
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
参

加
職
員
一
同
、
Ｊ
Ａ
職
員
と
し
て
皆
様

の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

六
月
一
日
か
ら
三
週
間
に
渡
り
、
秩

父
別
地
区
・
妹
背
牛
地
区
・
沼
田
地
区

の
組
合
員
の
皆
様
に
共
済
契
約
内
容
の

説
明
と
「
ひ
と
保
障
」「
い
え
（
建
物
）

保
障
」
の
内
容
充
実
に
つ
い
て
の
提
案

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
収
束
が
見
通
せ
な
い
中
、
感
染

拡
大
防
止
を
踏
ま
え
、
マ
ス
ク
着
用
等

の
対
策
を
行
い
な
が
ら
の
訪
問
と
な
り

ま
し
た
が
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
お
宅

を
訪
問
し
た
際
に
は
お
時
間
を
割
い
て

い
た
だ
き
、
訪
問
推
進
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

共
済
提
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
ひ

と
」
保
障
分
野
で
は
、
医
療
共
済
が
日

額
保
障
か
ら
一
時
金
保
障
へ
仕
組
が
改

訂
さ
れ
、
短
期
間
入
院
の
保
障
充
実
や

六
〇
歳
以
上
の
万
一
保
障
を
見
据
え
た

生
命
保
障
の
見
直
し
、
三
大
疾
病
や
生

活
習
慣
病
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に

備
え
た
「
特
定
重
度
疾
病
共
済
」、
身

体
障
害
に
備
え
た
「
生
活
障
害
共
済
」

の
ご
提
案
、「
い
え
（
建
物
）」
の
保
障

で
は
、近
年
、地
震
や
強
風
被
害
、雪
害
、

豪
雨
に
よ
る
水
災
害
等
、
自
然
災
害
が

多
発
し
て
お
り
、
災
害
に
対
す
る
「
建

物
更
生
共
済
」
を
よ
り
良
い
保
障
内
容

と
な
る
よ
う
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
「
ひ

と
・
い
え
・
く
る
ま
の
総
合
保
障
」
を

通
じ
、
も
し
も
の
と
き
の
生
命
・
医
療

保
障
か
ら
損
害
保
障
ま
で
、
利
用
者
視

点
に
立
っ
た
幅
広
い
さ
ま
ざ
ま
な
保
障

プ
ラ
ン
の
説
明
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
後
も
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
Ｊ
Ａ
と

の
つ
な
が
り
を
さ
ら
に
深
め
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
充
実
し
た
保
障
の
提
供

を
目
指
し
、「
３
Ｑ
訪
問
活
動
」
等
に

取
組
み
、「
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
」

の
総
合
保
障
を
通
じ
て
安
心
な
保
障

の
提
供
に
よ
り
一
層
努
力
し
て
参
り
ま

す
。

Ｊ
Ａ
若
手
職
員 

農
家
実
習

金融事業部貯金課　岩下職員

妹背牛支所貯金共済課　原井職員 共済事業部共済課　浅田職員

令
和
三
年 

共
済
一
斉
推
進
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本　　　所　共　済　課　0164-33-2011

妹背牛支所　貯金共済課　0164-32-2451

沼 田 支 所　貯金共済課　0164-35-2221

ＪＡ北いぶき
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令
和
3年
7
月
26
日

発
行
日

発
行
元

北
い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合

北
海
道
雨
竜
郡
秩
父
別
町
1298番

地
の
8
編

集
管
理
本
部
TEL 0164－33－2011　

FAX 0164－33－3311
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
アド
レ
ス
http://w

w
w
.ja-kitaibuki.or.jp/
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６月18日より、
令和３年産ブロッコリーの
選果が始まりました

６月13日より、令和３年産
シシトウの出荷が始まりました
写真は、シシトウ生産組合

杉原組合長

５月26日から６月５日の期間、
農機車輛課・車輛課店舗にて
草刈機の展示を行いました

６月１日、
女性部秩父別支部
フレッシュミズは、
松永徹さん

（秩父別地区・北新）
圃場で定植したメロンの
生育を見学しました

７月７日、
秩父別本所にて

消防のご指導のもと、
職員に向けたAED講習会を

実施しました




